
項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　内野　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

経営企画担当参事　鈴木　哲也

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　内野　孝雄

総合的に取り組む重点課題   ４　所沢ブランドの推進とまちの活性化

自治事務

H27決算額H27予算現額事業の種別

一
般 0.90 人

7,794千円

H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の具体的な内容及び目的

指標名

無無

H28年度に改善した点

Ａ

目標設定の考え方・根拠

所沢ブランドの情報を集約し、効率的に周
知するためのホームページを新たに立ち
上げた。

市民意識調査で、「住み続けたい」、「どちらかと
いえば住み続けたい」と答えた人の合計

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

目標達成済

所沢市への定住意向

①幹事会

②

③

4,6484,862

85115

H27年度目
標

法定受託＋附加法定受託事務

今後も、各取組みを推進することで、更な
る本市の地域・経済の活性化やにぎわい
を創出、文化の創造と発信等に取り組む
ことにより、都市イメージの向上を図って
いく。

H28実績

-

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績

72.9%

H29年度目
標

非常勤
特別職

79.5%臨時職員

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

0.45 人

79.5%79%
H27その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額H27予算現額

まちなかコンサートの既存の会場以外に
会場となるスペースの確保や、発表の機
会を求めているアーティスト情報の収集
方法を確立し、事業の質、効果を高めて
いく必要がある。

3,859 千円

市内外から「住みたい」、「住み続けたい」思いを育
む「誰もが選ぶまち」へのイメージアップを図ると同
時に、企業・事業者には「業務の拠点としたい」良好
なイメージを提供し、まちの活性化を目指す。

指標名

H28年度目
標①2回

②

③

78.5%
非常勤
特別職

臨時職員

事業の種別

有無

H28年度に改善した点

B

目標設定の考え方・根拠

ワルツ所沢との共催の「まちなかコンサー
ト～サタデーマンスリーライブ～」の回数
を増やし、前年度よりも多くの出演者に発
表の機会を創出した。

市内で定期的、継続的に開催していて、営利を
主目的とせず、広く市民を対象としている音楽行
事やそうした活動をしている音楽団体（個人）を
推奨することで、本市を市内外にアピールしてイ
メージアップをはかるため。

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

推奨の選定基準の１つである「市内で定期的、継
続的に開催している」という部分を精査した上で
推奨しているため、実績が伸びにくい。また、「定
期的」の基準は、年１度開催に限らず、２年に１
度、３年に１度等の音楽行事も含まれており、年
によって推奨数の増減幅がある。今後は、近年
地元に根づきはじめた音楽行事等を探して推奨
するとともに、クオリティの維持、向上も図ってい
く。

94

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

「音まち」推奨制度推奨数

①「音まちコンサート」の実施

②「まちなかコンサート」の実施

③

154千円326千円

414千円643千円

一
般

文化芸術振興法

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績
H27年度目
標

H27その他職員
従事割合

臨時職員

H29年度目
標

0.00 人
非常勤
特別職

0.06 人

臨時職員

H28実績

法定受託事務自治事務

0.76 人

84100
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額

1000.10 人6,517 千円

あらゆる世代の市民や所沢市を訪れる方々に、音
楽を演奏する機会、聴く機会を常に身近なものとし
て定着させ、豊かな音楽文化が持続的に発展でき
るよう取り組んでいく。プロ、アマを問わず市内音楽
団体（個人）の活動を掌握し、情報発信や連携を支
援し、音楽を通じた交流や音楽環境の活性化を図
る。
①「音まち」推奨制度・・音楽情報サイトが独自に入
手した情報等の中から、市が認定する制度。
②「音まちコンサート」・・・「音まち」事業のＰＲ、市民
の気軽な鑑賞の場として実施する庁内コンサート。
③「まちなかコンサート」・・・若手ミュージシャンの発
表の場、まちなかでの音楽鑑賞の場。

指標名

H28年度目
標

①２回

②１５回

③

6,668千円

0.77 人 1000.00 人
非常勤
特別職

有無

H28年度に改善した点

Ｂ

目標設定の考え方・根拠

情報誌「サクラニュース」を、2ヶ月に1回程
度（不定期）発行し、市HPに掲載するとと
もに、（仮称）ところざわサクラタウン周辺
地域の自治会には行政回覧することとし
た。

本構想がどれだけ浸透しているかを測るため、
所沢市市民意識調査でCOOL JAPAN FOREST
構想を「知っている」と答えた人の割合を指標と
する。所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略でも
H31年度までに80%を目指すこととしている。

引き続き、関係の深い東所沢地域への周
知を続けていく一方で、市民フェスティバ
ルなど多くの方が集まる場などでも周知を
図っていく。
また、平成28年度に作成した市PR空撮動
画なども広く活用していきたい。

H28目標値が未達成の理由・分析

成果指標とした市民全体の認知度
の達成度は低いが、市民意識調査
の実施時期が7月下旬から8月上
旬であることから、その後に実施し
た取組により、今後の向上は期待
できる。
また、市内団体及び組織等からの
説明要請は年間10数件に及び非
常に多く、周辺地域や関係団体の
関心は高まっていると考えられる。
今後は、市域全体、市域を越えた
広範な周知を図るための情報発信
を工夫する必要がある。

H27実績
H27年度目
標

H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

COOL JAPAN FOREST構想の認知度

①各団体等への説明会回数

②文化創造会議参加者数

③COOL JAPAN FOREST構想
   の推進に関する協定

48,73670,408

20,514特になし

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

株式会社KADOKAWAと協力して文化事業や企業誘
致等、産官共同で事業展開を行い、構想に示した
「みどり・文化・産業が調和したまち」の実現を目指
す。
推進会議「TEAM　START」での協議や、構想推進
に関する協定を締結するとともに、イベントでのブー
ス出展や文化創造会議の開催等の啓発、情報発信
を行うなど、「みどり・文化・産業が調和したまち」の
創出に向けた事業を展開する。

21,986

一
般

H27予算現額事業の種別

法定受託＋附加

非常勤
特別職

事業の目的及び具体的な内容

6,495千円

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

本構想に関係の深い東所沢地域を中心に周知
啓発を行ってきたため、市域全体にはまだまだ
浸透していないものと思われる。東所沢地域に
関しては、5～6割の方に認知されてきている。

－－0.00 人
非常勤
特別職

0.75 人

臨時職員9,090 千円

H28実績
H28年度目
標①17回

②342人

③（株）KADOKAWAと協定締結

0.00 人臨時職員

80%

H29年度目
標

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

目標達成済 東京大会の機運醸成に向け、引き続き取
組を続けていく。

H28目標値が未達成の理由・分析

1.06 人

80%
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

指標名H27決算額

所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

無無

H28年度に改善した点

A

目標設定の考え方・根拠

これまで市内小学校向けに開催していた
「ゴールボール体験会」を市民を対象に実
施し、啓発活動の拡充を図った。

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

5回

H27実績

活動実績(H28)

成果

成果指標

大会の機運醸成及びパラスポーツへの理解を深
めることを事業の目的としているため、啓発事業
数を指標としている。

0.00 人

0.00 人

41.7%

臨時職員

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

H29年度目
標

7回
非常勤
特別職

15回10回
H27その他職員
従事割合

H28実績
H28年度目
標① 4校

② 48ページ

③
非常勤
特別職

臨時職員

10回

H27年度目
標

H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の具体的な内容及び目的

①小学校向けゴールボール体
験会

②市ＨＰコンテンツ数

③

60千円自治事務

H28予算現額根拠法令

一
般

事業の種別

0.62 人

2020東京オリンピック・パラリンピックをきっかけとし
て、様々なスポーツや他国の文化に触れながら、障
害のあるなしにかかわらずスポーツを楽しめるまち
づくりをめざし、啓発事業の企画・運営、スポーツ体
験会の開催、スポーツ選手の応援、情報発信、キャ
ンプ地等の誘致を進める。

H28正規職員
人件費

6,003 千円

0.70 人

H27予算現額

5,369千円

意識啓発事業数

60千円法定受託＋附加法定受託事務

665千円1,125千円-

H28決算額（見込み）

文化
芸術
振興
課

経営
企画
課

企画
総務
課

企画
総務
課

平成25年度～

実施計画ランク

最優先

実施計画ランク

最優先

所沢ブランド推進
事業

期間

H23年度～

実施計画ランク

期間

COOL　JAPAN
FOREST構想推進
事業

期間

H27年度～

実施計画ランク

最優先

市が有している個別ブランドをはじ
めとする「所沢ブランド」を活用した
さまざまな取り組みが市内外に浸
透してきていると考える。

リオデジャネイロオリンピック・パラ
リンピックの開催に伴い、選手の応
援イベントや啓発イベントを積極的
に実施できたと考える。また、市民
体育館がゴールボールナショナル
トレーニングセンター競技別強化
拠点施設に指定され、これまでの
パラスポーツの普及に向けた取組
が一定の成果を挙げたといえる。

期間

H26年度～H32年
度

東京オリンピック・
パラリンピック推進
事業

最優先

音楽のあるまちづく
り推進事業

既存事業（「音まち推奨制度」、そ
の他イベント等）と新規事業（空飛
ぶ音楽祭）を実施しながら、「所沢
＝音楽のまち」というブランドを確
立していくために、現在力を入れて
取り組んではいるが、目的の達成
に向け模索している部分も多いた
め。



所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

事務事業名称 事業概要（全体）

活動実績(H28)

成果

成果指標

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

企画総務課長　内野　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

経営企画担当参事　鈴木　哲也

H27予算現額

根拠法令

無 無

34

99.0%

①4回

②103人

③22組

市の魅力ＰＲに資する事業を引き続き展
開していく。

H27その他職員
従事割合

90%

これまでのアンケート結果を踏ま
え、参加者の交流時間を拡充させ
たことで、カップル成立率及び満足
率の高いイベントを実施できたと考
える。

15 ①イベント実施回数

②参加人数

③カップル成立数

イベントの満足率

H27決算額

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

事業の種別

一
般

H28正規職員
人件費

非常勤
特別職

90%

H28年度に改善した点

15

88.6%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

参加者同士の交流機会創出及び市の魅力ＰＲを
目的としている事業のため、イベントの満足率を
指標としている。なお、満足率はアンケートでイ
ベントが「よかった」「まぁよかった」と回答した割
合である。

過去に好評を得ている企画に加え、地元
企業（株式会社ビクセン）とコラボレーショ
ンした企画や市内飲食店（エコトコファー
マーズカフェ）を利用したイベントを実施
し、市の魅力ＰＲを図った。

臨時職員

H28目標値が未達成の理由・分析

76%

非常勤
特別職

80%

H28決算額（見込み）

H27その他職員
従事割合

H27年度目
標

臨時職員

H28年度目
標

H28実績

H29年度目
標

目標設定の考え方・根拠

A

- 40

事業の具体的な内容及び目的

独身男女に出会いの場を提供しながら、地域の活
性化を図るとともに市の魅力のＰＲを行う。

0.27 人

2,338千円

H27実績

0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人

H27正規職員
人件費

0.00 人

0.36 人

3,087 千円

指標名

90%

H28予算現額

①「所沢市総合戦略」の取組方
針の実施状況

②「所沢市総合戦略」の重点プ
ロジェクトの実施状況

③市民ワークショップ参加者数

6,495千円 臨時職員
①162件

②17件

③41名

H28年度目
標

85%
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

0.00 人

臨時職員 0.00 人 90%

0.50 人
非常勤
特別職

H29年度目
標

無

4つの戦略方針に掲げる戦略指標の達成率（7
指標の平均値）

戦略に基づく各施策の進捗を図る「重要業績評
価指標（KPI）」を設定したうえで、効果の客観的
視点として「戦略指標」を戦略方針ごとに設定。
総合戦略はＨ31年度までを計画期間とし、Ｈ31年
度における達成率100%を目指すものである。

外国人観光客の増加による当市への影
響を踏まえ、市民意見を徴取したうえで重
点プロジェクトの具体的な取組に「外国人
観光客の受入体制整備」を追加した。ま
た、「水とみどりのネットワーク構築に向け
た計画策定」についても取組として記載を
追加した。

指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ 無

H28実績 Ｈ27国勢調査結果に基づく昼間人口指数
の値がＨ22と変わらず、向上がなかったこ
とから、産業誘致をはじめとする「しごとづ
くり」への取組がさらに必要である。
また、限られた財源の中で、企業と連携し
て取組を進める等、柔軟な発想で対応し
ていきたい。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 9,280 8,532

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

H27その他職員
従事割合

事業の種別 H27予算現額 H27決算額

「所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を展開する
うえで、「魅力」「元気」「安心」のキーワードに基づき
４つの戦略方針を定めとともに特に重点を置く４つ
の施策を「重点プロジェクト」として設定し、優先的に
実行する。また、戦略に基づく取組を効果的に推進
するため、基本目標や重要業績評価指標（KPI）の
達成度や事業の進捗状況を確認し、効果検証を行
いながら進行管理する。

H28年度に改善した点

H27年度目
標

H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

戦略指標（7件）のうち、低かった「地域のつなが
りの強さ」の達成率が77.7%（9.5%アップ）となり、
未達成ではあるが改善されており、引き続き戦略
方針「暮らしやすさをアップ」に基づく取組を進め
ていく。なお、「全国住みよさランキング」は未達
成だが、ランクを構成する中で「生活基盤・環境」
の順位が低く、首都圏でのランクアップの難しさ
を認識している。

81%

事業達成に向けての現在の課題及
び今後の課題解決に向けた取り組み

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

まち・ひと・しごと創生法 268 305

4,288 千円

企画
総務
課

経営
企画
課

婚活推進事業

期間

H23年度～

実施計画ランク

　　H27年度～

総合戦略が目指すところの「しご
と」と「まち」の好循環に繋がる事業
や取組を各所管において着実に進
めている。戦略方針に掲げる目標
指標「所沢市への定住意向率」や
「市の愛着度」、「30～40歳代の転
出入均衡」において値が大きく向
上しており、これらの取組結果を少
なからず反映しているものと考えら
れることから、引き続き総合戦略に
基づく取組を推進する。

重要

地方版総合戦略推
進事業

実施計画ランク

重要

期間


